


40年ふたむかし
−第 21 回太平洋学術会議に参加して−

金沢大学名誉教授　小西 健二

　40 余年振りに、日本で 3 回目の太平洋学術会議 ( 第 21 回 ) が、秋篠
宮殿下、同妃殿下ならびに高円宮妃殿下の御臨席のもと、参加国 50 余、
参加登録者約 800 の盛会裡に 7 日間の日程で、沖縄で初めて開催された
( 過去 2 回は東京 )。1920 年創立以来、統合・複領域科学の代表として
サンゴ礁学は、この会議で育まれて来たが、今回も関係する複数セッショ
ンで、当学会会員による講演やポスター発表が多数あった。追って、会議
事務局長の土屋国際連携委員長と関係セッション代表から詳しく別報され
ると思われるが、地球規模気候変動（“温暖化”）と海水組成変動／造礁
生物生鉱物化作用の生理学／島嶼生態系の誕生•消滅•回生の相互関係
に関心をもつ私には、講演後の交流を含め、実り多い会議であった。42
年前、地球科学はプレートテクトニクス黎明期で、東京の会議はサンゴ礁
地球化学の国際的指導者に知己を得、また私の地球観にコペルニクス的
変革を迫った、研究上節目となる、忘れ得ぬ画期的な出来事だった。今
回は「多様性と変化：自然と社会を管理する体系への挑戦と契機」のテー
マにみるように、「21 世紀の地球環境への科学者／政策作成者の挑戦」
という難問を熟考する機会となった。
　基調講演は初日の ZAKRI 国連大学高等研究所所長の「生態系と人類
の健康と幸福：今世紀生態系評価の結論と将来の課題」( 日本の里山•里
海を紹介 )、4 日目午前の、アジア学術会議との合同公開シンポジウムにお
ける PACHAURI 気候変動に関する政府間パネル議長の「気候変動の挑
戦：エネルギーと環境政策」、TAN シンガポール科学アカデミー会長の「シ
ンガポールから観る地球規模の環境問題」を聴講した。このシンポジウム

の冒頭を飾られた秋篠宮殿下の特別講演は、具体例 ( 淡水魚と家禽 ) 研
究の実体験から滲み出る内容で、聴衆は深い感銘をうけた。早速一部紙(朝
日新聞電子版 2006 年 6 月 16 日 19 時 00 分 ) で「秋篠宮さま特別講演
全文」11 頁として伝えられ、環境保全において、現地 (フィールド ) から
の発信、そのためのインフォーマントへの敬意と学際的恊働の必要性を指
摘され、「今後の学術の世界の発展にも」「夫々の専門分野を深めながら、
必要に応じ分野横断的にごく自然に統合する（家禽の例では生物学•考古
学•歴史学•言語学•地理学など）展開が貢献すると結ばれた。各大学の
21 世紀 COE プログラムで、個々の分野では秀逸だが、統合性を欠くとの
外部評価を聴く昨今、統合科学を志すサンゴ礁学会員に是非一読を推賞
したいが、残念ながら現在はアクセスできぬ。しかし保存版から、複写し
郵送できるので、入手希望者はご連絡を (QWB02765@nifty.com)。弱
冠 10 才の日本サンゴ礁学会だが、これからも国際会議／ワークショップ
に積極的に参画し、既に予定されている2008 年の国際サンゴ礁年活動、
第１１回国際サンゴ
礁シンポジウム（米
国 フ ロリ ダ ）、
2010 年の第２
回アジア太平
洋サンゴ礁
シンポジウ
ム（タイ）
な ど で、
サンゴ 礁
研究成果の日本か
らの発信を一層強めてい
かねばと痛感した。

グレートバリア・リーフの原住民
慶應大学名誉教授　近森　正

　黙って差し出した老爺の骨ばった手のひらに貝製の釣針が光っていた。
ちょうど下弦の三日月のような形をしている。直径３センチ位だろうか。繊
細な美しいつくりである。彼は私に何かを語りかけたようだったが、その強
いクリック音はいままでにまったく聞いたことのない言葉だった。オーストラ
リア原住民特有の深い彫りをした眼が誇らし気に輝いていた。
　あたりの砂丘の上には数軒の小屋掛けが建っている。とっつきの小屋の
入口にかかった樹皮の垂れ幕をのけて中に入ると、内部はほの暗く、暑かっ
た。髪の毛を後ろで束ねた女が火の燻る薪の小枝を手に持ち、もう片方の
手にはブリキの容器をぶらさげて、いまにも出かけるばかりの支度をととの
えたところだった。
　朝の静寂のなかにようやく陽光が射し込んできて、灰色の雲の断片が水
平線の上にシルエットをえがく大陸の方へ流れていった。グレートバリア・
リーフの礁原には外側の縁に沿ってサンゴ礁の島々が連なり、内側には後
氷期に海面が上昇して、大陸から切り離されてしまった小さな島が点 と々並
んでいる。そんな島に住むことになった原住民たちは、ブーメランやウーメ
ラのような狩猟具をもたず、もっぱらサンゴ礁の海に適応したのだ。貝殻が
堆く積もった貝塚にはバラマンディのような魚に混じって、大きなジュゴンの
骨も散らばって いる。
　釣針の製作技術を彼ら自身が発明したのか、それともはるか北のメラネ
シアの島から伝えられたのかわからない。それにしても丸太を浮かべるか、
一枚のユーカリの樹の皮を結び合わせただけの舟で大陸本土やサンゴ礁の
島に渡るのは容易なことではなかったろう。かれらはこの小さな島の中にほ
とんど閉ざされるようにして生きてきたに違いない。
　「さァ、漁にでかけるぞ！」
老爺がびっくりするほど大きな声をはりあげた。
　あちこちの小屋から姿をあらわした男女が手に手に銛のようなものを携え 
て、一斉に丘を駆けおりていった。こんなところに置いてきぼりにされては
大変だ。大急ぎでカメラバッグを肩にかけて、あとを追った。彼らの足の速

いこと。岩蔭を少しまわったところで一団の姿は、突然、消えてしまった。
　その向こうに視線をこらしてみる・・・
　ややあって、その岩蔭から屈託のない笑い声があがった。真っ赤なビキ
ニの水着をつけた長身の白人の娘たち、サーフィンボードを抱えた若者たち
が現われた。呆然と立ちすくんでいる私の姿など目には入らないようすで、
楽しそうな話し声とともに向こう側の渚に下っていった。
　さっきの原住民たちは一体、どこに行ってしまったのだろう。
　１７７０年にこの島を発見したキャプテン・クックは、グレート・ケペルと
いう名をつけて、「島には人の姿が見えた」と航海記にしるしている。それ 
から百年後、１８６７年にはロックハンプトンの行政官がこの島には６０人
の原住民が住んでいると報告した。ところが、２０世紀のはじめ、羊とアン
ゴラ山羊二千頭を持ち込んで、牧場を経営しようとした植民者が島民のほ
とんどを銃殺し、残りを本土に送り出してしまったというのだ。
　あぁ、なんということだ・・・
　ようやく、我にかえって立ち上がろうとしたとき、音もなく足もとの砂が崩
れた。その中から小さな、美しい貝の釣針がひとつ、転がり落ちた。

　　写真：グレート・ケペル島の貝塚遺跡と出土した貝製の釣針。
　　　　　人物のシルエットは１９世紀末の記録写真から。
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１．新評議員体制
○選挙結果
・	27 名の新評議員が当選した。
・	返信用封筒に切手を貼って投票促進

を図った結果、去年 13％弱だった投
票数が、今年は 20％弱に上がった。

○新評議員
・	会長：西平守孝
・	副会長：会長が灘岡和夫評議員を

指名→承認。
・	事務局長：会長が茅根　創評議員

を指名→承認。
・	監査：山本秀一会員、保坂三郎会員

を推薦→承認。
・	委員会委員長：次の委員会につき、

それぞれ委員長が会長より任命され、
承認された：企画運営：鈴木（款）；
学会誌編集：山野；　広報：日比野；
保全：灘岡；　国際連携：土屋；　
安全：杉原；　選挙管理委員会：長
谷川；　用語委員長：茅根（賞委員
会は企画に統合）

・	会長推薦枠評議委員（最大3名まで）：
評議員会で酒井一彦会員を推薦する
ことを承認→事務局から本人に打診
する。残り2 名については、後日評議
員会 ML 上で候補を挙げて推薦す
る。

２．事務局報告（茅根）
○会員動向（2007 年 6 月30 日現在）
・	合計 476 名（通常 319、外国 7、学

生 76、会友 40、団体 20、賛助 7、
名誉 4、寄贈 3）で前回から微増。3
年間会費滞納者（自動退会）16 名
のリストを配付。近い方がいれば会費
納入を薦めてほしい。次回大会まで
に納入がなければ、退会となる。

○会計報告
・	2006 －2007 年度（2006 年 7月

1日～ 2007 年 6 月30 日）学会会
計実績は、前年度からの繰り越しが
6,190,709 円、収入が 3,500,976
円（川口基金 1 千万円を除く）、支出
が 2,791,727 円、10th ICRS プ
ロシーディングス（ＣＤ）作成費が
3,385,500 円で、次年度繰越しが
3,514,458 円。

○ 2007－2008 年度予算
・	予算案は 3,800,000 円で承認さ

れた。新たに、委員会活動費（委員
会活動を支援する旅費などの費用）
25 万円を計上。経常会計とは別に、
11th ICRS プロシーディングス（冊
子体）印刷費用 456 万円を別会計
として建てる。

・	川口基金から 90 万円（メダル 80

万円（10 年分相当）、賞金 10 万円）
を計上。

３．各委員会報告
○企画運営委員会（鈴木　款）
・	川口奨励賞（渡辺俊樹）：6 月末まで

に 3 件の応募があった。渡辺（俊）（委
員長）、西平、小西、鈴木（款）、山口
の計 5 名が選考委員として選出され、
承認された。

・	川口奨励賞の受賞者には賞金（10
万円）とメダルが授与される。メダル
の見積を取った結果、20 個で 82 万
円（1 個約 4 万円）と予定の倍近い
値段だった→ 11月に間に合うよう再
度検討・調整する。

・	学会賞：6 月末まで推薦者がなかっ
た→もう一度再公募を行い、締め切
りを8 月末まで延長する（承認）。

・	学会賞の副賞として賞金を出すべき
か審議された結果、副賞は出さない
ことに決定。

・	日本サンゴ礁学会編集書籍（ＵＰバイ
オロジー・シリーズ）の状況：200 項
程度の本作成を企画。年内に準備予
定。

・	10th ICRSプロシーディングス：8 月
中旬に100 冊印刷が上がり、9 月中
には全て発送を完了する予定。価格
は国内 45,000 円、海外 US$500

（送料込み）を想定。印刷業者との
契約額は 456 万円（200 万円契約
時、残り完成時の分割払い）→学会
予算に特別会計として計上。足りない
場合は川口基金から借用。海外から
の代金支払い方法が課題→検討の
至急決着させる意向。

・	プロシーディングスのＣＤの残部が
145 ある。海外から多くの申し込みが
あり、価格は US$130ぐらいを予定。

・	11th ICRS に向けて日本のサンゴ礁
研究等の情報発信について検討。川
口基金から若手研究者に旅費の一
部を助成することを検討。

・	文部科学省科学研究費の特定研究
の応募に学会として出す予定。

○学会誌編集委員会（日高、山野）
・	委員長を日高から山野に引き継ぐ。
・	8 巻 2 号を 5 月に発行したが、8 巻

が 2006 年、2007 年の 2ヵ年にま
たがってしまった。

・	9 巻 1 号を審査・編集中。9 巻 2 号
も今年中に出す方向で調整中。

・	今後の主要課題：①普及を促進する
ために電子ジャーナル化する、②電
子投稿、査読システムの確立、③ HP
上にアブストラクト掲載、④年 2 号化

の定着、⑤論文賞の選考。
・	アジア太平洋サンゴ礁学会（APCRS）

の設立に対してJCRSとして積極的
に関与し、Galaxea をジャーナルとし
て位置づければ国際誌化できる可能
性あり→課題が多いが、情報収集し
て検討を進める。

○広報委員会（日比野）
・	06-07 下期実績：予定通りNL を

発行済み。ホームページにおいては
安全委員会のページの新設、リンク
の整理、Q&A コーナーの追加、過
去 NL の PDF 化掲載などを実施。
ICRI 公開シンポジウムにおいて学会
ポスターを出展。国際サンゴ礁年に
関与。

・	今後 1 年間の計画：年 4 号の NL
発行、HP の更新と充実化（Q&Aコー
ナーなど）

・	広報委員会体制を見直し、レギュラー
メンバー（実働メンバー）とオブザーバー

（助言・見習い者）に整理。メンバー
全体のレベル向上により安定的に広
報サービスの提供を図るため。

・	今後の課題：国際サンゴ礁年対応、
広報の獲得、広報委員会の人員補
充。

○	保全委員会（灘岡）
・	現状で 7 つの班に分かれていた保全

委員会の体制を見直し、より具体的
な活動を展開するために、①サンゴ
礁保全・再生システム技術開発プロ
ジェクトチーム（ＣＬ：鹿熊）、②サンゴ
礁広域一斉調査プロジェクトチーム（Ｃ
Ｌ：酒井、山野）、③普及啓発プロジェ
クトチーム（ＣＬ：中野）の 3 つに再編
成する。

・	アクションプランは去年 11月大会で
の議論、ＨＰ上での意見公募を経て
基本格子がほぼ完成。今後は具体
的に細分化したプランにしていく必要
あり。

・	サンゴ礁保全再生連絡会議の創設
を検討。

・	上記基本方針について承認→細か
い具体的事項は保全委員会で検討・
調整していく。

・	9 月中に沖縄で保全委員会を開催予
定。旅費は委員会活動費から計上。

○国際連携委員会（土屋、日比野・小西・
山野代理報告）

・	ICRI 関係事項について報告（日比野）：
4 月に東京で開催された公開シンポ
ジウムとICRI 総会、ICRI の国際サン
ゴ礁年関係動向、MPA データベー
スについて報告。

・	第 21 回太平洋学術会議（小西）：6
月13 ～ 18 日に沖縄国際コンベン
ションセンターで開催され、50 カ国、
800 名の参加登録があった。多くの
会員がコンビーナなどを務め、成功裏
に終わった。次回大会は 2009 年タ
ヒチに決定。詳しくは当 NL の連載「さ
んごしょう夜話」を参照。

・	国際サンゴ礁年（山野）：国内のこれ
までの準備状況の推移について説
明。科学的な知見や研究者に対する
ニーズが高いので、学会としても連携
して関与していくべき。学会内で国際
サンゴ礁年対応の WG を作ることを
提案→承認。学会として何をすべきか
要検討→今後は WG が中心になっ
て検討を進める。

・	国内の国際サンゴ礁年関連の今後
の予定（荒牧）：第 1 回国際サンゴ礁
年推進委員会が 7 ～ 8 月に開催予
定で、WG が立ち上がる予定。それま

でに沖縄 WG の立ち上げ説明会を
沖縄で企画中。年内にスケジュール（行
動計画）を作成し、シンポジウムある
いはイベントの開催を検討中。

・	保全委員会が企画している広域一
斉モニタリングや普及啓発についても
2008 年の国際サンゴ礁年とリンクさ
せて進めて行きたい。

○	賞委員会（鈴木　款）
・	賞委員会はなくし、企画運営委員会

に機能を統合する→学会 HP および
Galaxea から賞委員会を削除する。

○	安全委員会（杉原、茅根代理報告）
・	学会 HP上に安全委員会のページを

作成。
・	11月の大会で地元の NPOと共同で

安全講習会を企画中。
○	用語委員会（茅根）
・	サンゴ礁の用語が混同されて用いら

れている現状があるので、客観的に
整理する目的で委員会を設立。初め
ての会合を評議員会前に開催した。
最初は地質分野の用語からスタート
して状況に応じて他分野の用語もカ
バーする。関心がある人の参加を求
める。

・	国際的に通じる用語を使っていく必要
があるが、あまり固めないで柔軟に検
討していく予定。

・	「日本のサンゴ礁」の用語集をベー
スに来年までに何らかアウトプットを提
示する予定。

○	2007 年大会準備状況（日高）
・	2007 年 11月 23 ～ 25 日に琉 球

大学西原キャンパスで開催。11月25
日午前に安全講習会、午後に公開シ
ンポジウムを予定。公開シンポジウム
は国際サンゴ礁年をテーマとする可
能性あり。

・	第 10 回大会実行委員長は James
　Reimer が担当（参加受付を磯村
尚子、発表受付を波利井佐紀が担当）

・	大会参加・発表申込締切は 9 月28
日、発表要旨締切は10 月19 日。

・	10周年を記念するイベントを実施し、
今後の展望を見出すべき→実行委員
会で検討。

４．その他
・	日本地球惑星科学連合 2007 年大

会（5 月23 日）の結果について報告
（鈴木　敦）。JCRS は協賛団体とし
て参加し、スペシャルセッションをホス
ト。来年大会にも JCRS でセッション
を提案すべき→鈴木氏が継続して調
整していく。

・	ISRS のリーフエンカウンターについて
情報提供（茅根）。日本は ISRS メン
バー数３位だが、引用数は６位。

・	沖縄研究奨励賞（灘岡）。沖縄の研
究で顕著な行政を納めた人に毎年授
与されている賞。学会として一人推薦
すべき→企画運営委員会が窓口とな
り学会 ML 上で公募、審査して決定
する（承認）。

・	学会外部からの問合せに対しては窓
口を明確にすべき（岡地）。ケースバイ
ケースで１本化するようにする。

・	「サンゴ礁　－生命を育む「海の森」
－」パンフレットが品薄なので増刷を
検討中（荒牧）。内容について間違い
等があれば修正に応じるので要コメン
ト。

・	名桜大学とサンゴ礁学会の共催でサ
ンゴの属レベルの分類に関するワーク
ショップを提案（西平）。これまで計 6
回実施。定員16 名予定→承認。

2007 年 7月14日（於：　東京大学理学部 1号館）
■出席者（25 名）：　安部真理子（新）、石川義朗（旧）、大葉英雄（新）、岡地　

賢（新）、井龍康文（新）、鹿熊信一郎（旧）、B. E. Casareto（旧）、茅根　創（新）、
菅　浩伸（新）、小西健二（旧）、中井達郎（新）、中野義勝（新）、灘岡和夫（旧）、
西平守孝（新）、長谷川　均（新）、日高道雄（新）、日比野浩平（新）、藤村弘行
（旧）、鈴木　款（旧）、鈴木　敦（新）、山口　徹（新）、家中　茂（新）、山野
博哉（新）、渡邊　剛（新）、渡辺俊樹（新）

（※　新：　新評議員、旧：　旧評議員）
■オブザーバー：荒牧まりさ
■委任状（18 名）：　堀　信行（新）、大森　保（新）、林原　毅（新）、杉原　薫（旧）、

梶原健次（旧）、新垣裕治（旧）、波利井佐紀（新）、土屋　誠（新）、橋本和正（旧）、
大城直樹（新）、藤原秀一（新）、山城秀之（旧）、岩尾研二（新）、服田昌之（新）、
木村匡（旧）、立田　穣（旧）、渡邉　敦（旧）

■書記：安部真理子、日比野浩平
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大会参加申し込みと研究発表申し込みの宛先は異なりま
すので、ご注意下さい。

●大会参加申し込み・大会費等振込先　（9/28まで）
　参加者名簿作成のため、大会にご参加の方は必要事
項をご記入の上、9 月 28 日（金）厳守で大会事務局（琉
球大学　磯村宛）まで e-mail または郵送でお申し込み
下さい（郵送の場合は必着）。

  ＜申込先＞
磯村　尚子　宛
〒 903-0213 沖縄県中頭郡西原町千原 1 番地
琉球大学大学院理工学研究科
E-mail　h066121@sci.u-ryukyu.ac.jp　

（件名を "jcrs10 参加申込 "とする）

  ＜記入事項＞
参加者氏名・所属　

（学生の方は，その旨お知らせ下さい）
参加者連絡先：（勤務・通学先または自宅）住所・電話・
Fax・E-mail
参加内容：発表（有・無），　懇親会（参加・不参加）
参加費支払い方法：郵便振替（10 月 26 日まで）・当日
支払い

  ＜振り込み方法＞
  （事前のお振り込みにご協力下さい。10/26 まで）
　参加登録料：振込み手数料はご負担下さい。　　　

事前振込（10/26） 当日支払い
一般 学生 一般 学生

登録料
会員 5,000 円 2,500 円 6,000 円 3,500 円
非会員 7,000 円 4,000 円 8,000 円 5,000 円

懇親会費 4,500 円 3,000 円 5,500 円 4,000 円

郵便振替口座番号：01720-0-82526
口座名称：日本サンゴ礁学会第 10 回大会
通信欄の記入事項：氏名，所属，一般・学生，
　　　　　　　　   懇親会の区別

＊複数の方がまとめて振り込まれても結構です。この場合
も、上記を明記して下さい。
＊新規会員の方は登録料は無料です。事前に大会事務
局にお知らせの上、懇親会費のみをお振込み下さい。

●研究発表について
１）研究発表申し込み先　（9/28 まで）

　研究発表をされる方は、発表題目ごとに必要事項
をご記入の上、9 月 28 日（金）厳守でプログラム・要
旨集担当（琉球大学波利井宛）に電子メールによりお
申し込みください（郵送の場合はご相談下さい）。
　なお、発表は一人につき口頭・ポスター各 1 演題ま
でとさせていただきます。

  ＜申込先＞
波利井　佐紀　宛
E-mail　 10thJCRS@gmail.com

  ＜記入事項＞
発表題目
発表者氏名・所属
発表内容の概略（100 字程度）
発表形態：口頭発表・ポスター発表を選択。　　　

口頭発表は、液晶プロジェクターの使用が
可能です。発表形態は、人数等の都合で
実行委員会にて調整させて頂きます。ご
希望に添えない場合もございますが、予
めご了承下さい。

ポスター発表にはプレゼンテーション賞を予定しており
ますので、奮ってご参加下さい。

２）要旨集原稿作成要項、および送付先　（10/19 まで）
　要旨集の原稿は、10 月 19 日（金）厳守でプログラ
ム・要旨集担当（波利井宛）に電子メールによる PDF
添付または郵送により送付ください（郵送の場合は必
着）。

  ＜送付先＞
波利井　佐紀　宛
〒 903-0213　沖縄県中頭郡西原町千原 1 番地
琉球大学大学院理工学研究科
E-mail　10thJCRS@gmail.com

  < 要項 >
  （レイアウトの統一にご協力下さい）

用紙サイズ：A4　1 枚，上下 3cm・左右 2.5cm をあ
ける
書式：（一行目）タイトル　MS ゴシック、14 pt、
中央揃え

（二行目以降）氏名　MS 明朝、12 pt、中央揃え、
発表者氏名の前に○印

（三行目以降）所属　MS 明朝、10 pt、中央揃え
（四行目以降）本文　MS 明朝、12 pt、中央揃え
（最終行）キーワード　MS 明朝、12 pt、中央揃え、
" キーワード：" に続けて入力
その他：図表、写真は適宜貼りこんで下さい。

< 電子メールによる PDF ファイル添付送信の場合 >
Windows または Macintosh のどちらで 作 成した か
が分 かるように件名をそれぞれ「JCRS10 要旨 win」

「JCRS10 要旨 mac」としてください。
特殊なフォントを使用される場合は必ずフォントの埋め
込み設定を行ってから PDF 化してください。

日  時：11 月 25 日（日）午後　
場  所：沖縄コンベンションセンター
詳細は後日、学会 ML および web でお知らせします。

日  時：11 月 25 日（日）午前
場  所：琉球大学理学系複合棟 102 号室
詳細は後日、学会 ML および web でお知らせします。

９月28日（金）	
大会参加および発表申し込み締め切り

（電子メールおよび郵送により受付）

10月19日（金）	
要旨締め切り

（電子メールによる PDF 添付および郵送により受付）

10月26日（金）	
大会費事前払い振込み期限

（これ以降は当日払いとなります）

11月22日（木）
午後	 評議員会、各種委員会

11月23日（金）	 大会初日
午前	 大会受付、ポスター発表
午後	 口頭発表

11月24日（土）	 大会 2日目
午前	 ポスター発表
午後	 口頭発表、総会、懇親会

11月25日（日）	 大会 3日目
午前	 安全講習会
午後	 公開シンポジウム

日本サンゴ礁学会第10回大会を
2007年11月23日～25日に
琉球大学会館で開催します。
皆様のご参加をお待ちしております。

第10回大会実行委員長

琉球大学理学部海洋自然科学科
James　Reimer
TEL: 098-895-8542
E-mail: jreimer＠sci.u-ryukyu.ac.jp

琉球大学西原キャンパス内大学会館

 沖縄コンベンションセンター

http://www.u-ryukyu.ac.jp/univ_info/general/
access/campus_map.html

http://www.oki-conven.jp/modules/tinyd3/
content/index.php?id=6

琉球大学 学内地図
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　こんにちは。東海大学大学院卒業生の別所学と申
します。昨年度まで、東海大学海洋研究所の横地洋
之先生のご指導のもと、造礁サンゴに関する研究を
行っていました。
　横地研究室では、フィールド調査を主体とした研
究を行っています。サンゴの飼育やダイビングに興
味を持った学生が多く、男女問わず体を張って研究
しています。学生の中には、研究室に入って初めて
ダイビングを経験した人もいます（物心ついたとき
から海中で生活している人もいますが・・・）。し
かし、ダイビング初心者だからといって全く問題な
く、すぐに潜水調査に慣れることができます。学生
達は、いつでも潜れるような環境下で研究をするこ
とができ、何かと理由をつけては海に入っています。

「とにかく海に入っていれば怒られない」という印象
の研究室だと勝手に思っています。
　現在、所属する学生は大学院生を含めて７名、大
きく二班に分かれています。Ｍ２の宮本麻衣やＭ１
の渡邊美穂が率いる高知班、学部生３名で奮闘して
いる博物館班の二班です。
高知班は、高知県幡多郡大月町の黒潮生物研究所で
勉強しています。高知西南海域に生息する造礁サン
ゴのモニタリングや生態調査、繁殖実験などを行い、
研究しています。高知県西南海域は、クシハダミド
リイシ Acropora hyacinthus を主として、様々な
造礁サンゴの生息が確認され、国立公園に制定され
ているところもあります。しかし、過去３、４年で、
大型台風やオニヒトデによる食害の影響が懸念され
ています。今後の減少を抑えるため、現在、定期的
なモニタリング調査や再生方法の研究が進められて
います。
　博物館班は、静岡県静岡市清水区にある東海大
学海洋科学博物館で実習しています。駿河湾に生
息する造礁サンゴの繁殖生態や、エダミドリイシ
Acropora tumida の移植実験などを行っています。
駿河湾では、伊豆半島周辺に、エダミドリイシなど
の造礁サンゴが生息しています。エダミドリイシは
砂底域に分布するものが多く、一度消滅すると自然
回復が困難と思われ、再生方法の確立に試行錯誤し
ています。

　私は、学部生のときに黒潮生物研究所で学び、造
礁サンゴの分布や幼生供給の実態について調査して
おりました。大学院に進学後は、東海大学海洋科学
博物館を拠点として、エダミドリイシの再生手法に
関する研究を進めておりました。私の場合、高知班
と博物館班の二股をかけて勉強していたことになり
ます。おかげで色々な事が体験できました。研究所
職員の方や学芸員の方々に深く感謝いたします。
　写真は、右から宮本麻衣、渡辺美穂、自分、横地
洋之先生、学部卒業生です。今後も横地研究室一同、
造礁サンゴに関する研究を進めていきます。何卒、
応援よろしくお願いします。

東海大学大学院　海洋学研究科　水産学専攻
横地洋之研究室

平成十八年度　修士課程卒業　　別所　学

〒237-0061　神奈川県横須賀市夏島町2-15
TAL: 046-866-3811（代表）  FAX: 046-867-9055

URL: http://www.jamstec.go.jp

　海洋研究開発機構は、その前身の認可法人海洋科
学技術センターとして、昭和４６年１０月に開所さ
れ、平成１６年４月より独立行政法人海洋研究開発
機構となりました。現在は、海洋に関する基盤的研
究開発、それらに係わる成果の普及および活用の促
進、海洋の学術研究に関する協力等を総合的に行っ
ています。拠点は、本部のある横須賀本部以外に、
横浜研究所、むつ研究所、高知コアセンター、東京
事務所、沖縄県名護市の国際海洋環境情報センター、

ワシントン事務所とシアトル事務所などに広がって
います。拠点のみならず、JAMSTEC で行われてい
る研究内容も広範に及んでおりますが、基本的には

「しんかい６５００」や「ハイパードルフィン」を
用いた海洋・極限環境生物研究、「地球シミュレー
ター」を用いた地球環境予測をはじめとした７つの
重点領域研究を軸に研究活動が行われています。ま
た、以前ニュースレターにも記事を寄せていますが、
JAMSTEC では潜水業務に関わる技術研修および安
全講習も行っています。JAMSTEC の機器や船舶
を使った調査のいくつかは大規模なもので、多くの
人々の協力や、専門知識の集結よって成り立つもの
ですが、その後の調査結果については、最終的には
論文など成果公表物としてまとめることが通常なの
で、調査後の研究者の生活は、調査前後の慌ただし
さとは一転して、比較的地味な個人活動になること
が多いのではないかと思われます。
　現在、JAMSTEC でのサンゴ礁研究は個人ベー
スで行われており、公表論文や個人的なネットワー
クで把握している限りでは、おそらく数名ほどのサ
ンゴ礁関連の研究を行っている研究者がいるようで
す。現在、私の勤務している横須賀本部は海に面し
ているのですが、海浜ではなく船舶の出入りする岸
壁であり、サンゴ礁調査からは隔たった環境です。
そのため、研究所の目の前で試料やデータ採集を行
うことは不可能なので、私もですがサンゴ礁調査
を行う研究者は他の場所へ行って調査や試料採集を
行っているものと思われます。
　私自身の研究分野に話題を移しますと、私自身は
ハマサンゴ骨格の炭素同位体比の挙動について研究
を行っています。小西先生の連載「サンゴしょう夜
話」に書かれている、酸素同位体温度計に現れる

vital effects の問題は炭素同位体比にも共通の問題
であり、私はハマサンゴ骨格の炭素同位体比の vital 
effects をどのように評価するかという研究を行っ
てきました。産業総合技術研究所や神戸大学をはじ
めとする様々な研究所や企業の支援・協力を経て、
沖縄県石西礁から採集したハマサンゴ、熊本県天草
郡のハマサンゴ、また光を一定にした環境下で飼育
したハマサンゴ、それぞれの骨格の炭素同位体比に
ついて解析を行い、vital effects の出現の傾向につ
いて、McConnaughey (1989) などの理論との整
合性について検討しました。同位体の理論と実際の
研究データが整合的か矛盾しているかという問題を
追求することによって、サンゴの生理的機能やあら
れ石の骨格形成に関する無機化学にまで知識が広が
り、いつのまにかこの分野に夢中になっていました。
サンゴ骨格の同位体比に現れる vital effects の問題
は今なお決着のつかない問題ですが、今後も折に触
れてこの問題に関わっていきたいと思います。
　最後に、JAMSTEC の見学希望については、いく
つか見学方法があります。毎年５月の第２又は第３
土曜日には横須賀本部の一般公開を行っています。
それ以外の時期では事前予約を受け付けています。
また、横須賀本部以外にも、横浜研究所および国際
海洋環境情報センター（名護市）でも見学の事前予
約を受け付けています。興味のある方は是非ホーム
ページをのぞいてみてください。

技術研究員
小俣 珠乃

E-mail：omatat＠jamstec.go.jp
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(財)自然環境研究センター    日比野 浩平  khibino＠jwrc.or.jp

公開シンポジウム

「サンゴ礁保全のためのパートナーシップ～
国際サンゴ礁年に向けて～」

　2007 年 4 月 22日（日）に、立教大学池袋キャ
ンパス（東京都豊島区）において、ICRI 総会を東京
で開催することを記念して公開シンポジウムが開催
されました。402 人（海外 40 名、国内 362 名）も
の参加があり、サンゴ礁への感心の高さが伺えまし
た。シンポジウムでは、女優・田中律子さんの講演、
サンゴ礁の価値、現状と保全のための取組の報告、
及び、日本、オーストラリア、アメリカ、パラオにお
いて多様な主体が連携して取り組んでいるサンゴ礁
保全活動をテーマとしたパネルディスカッションが
行われました。また、会場入口ホールでは、NGO
等の活動を紹介するポスター展「Eco-Exhibitions」
が開催され、サンゴ礁の様々な取り組みについて紹
介・意見交換をする場となっていました。詳しくは：
　http://www.iyor.jp/report/01.html

会員からの感想

琉球大学熱帯生物圏研究センター瀬底実験所
中野 義勝

　大切だと思う点に絞って、感想を述べてみたい。
　パネルディスカッションでは、南太平洋の持続可
能な開発を目指すパラオ共和国の課題に加えて、環
境省がサンゴ礁保全のモデル事業として行う石西礁
湖の保全協議会の様子を紹介し、次いでオーストラ
リアの海洋公園機構とアメリカの関係省庁を横断す
るタスクフォースによる広大な MPA 運営の様子が紹
介された。ICRI の総会で、日本は共同議長国として
各国をうならせる保全のマスタープランを提案する
立場にある。共催者である環境省が目指す戦略が、
広域 MPA の設置にあることがよく現れたパネルの
配置だったと思う。
　しかし討論に移って残念だったのは、注目が GBR
やハワイ州に設けられた MPA の規模にばかり向け
られてしまったことだ。国際的な海洋学の集会では、
類い希な潮流としての「黒潮」を語る日本人は誇り
に満ちている。その黒潮の影響下に、亜熱帯から温
帯にかけて形成される多様なサンゴ礁とそれに依存
する生態系の豊かな多様性を考えれば、南北に連な
る規模に加えて質的にもあまりある価値があり、こ
れを保全することの意義は計り知れない。
　せっかく日本の造礁サンゴとサンゴ礁の分布図を
示していたのだから、一般の聴衆にこのことを知らし
め、その上でサンゴ礁を守っていく国家戦略を練ろ
うという議論に導くことができれば良かったと思う。

Vol. 4

ICRI 東京総会

　公開シンポジウムの直後の23日、24日には、池
袋のメトロポリタンホテルにおいて、ICRI 総会が開
催されました。今回は、日本とパラオが 2005 年
7月から共同で務めてきた ICRI 事務局による最後
の締めくくりの総会となり、2年間の任期を終えて、
2007年 7月から次のアメリカとメキシコによる共同
事務局に引き継がれました。
　総会の成果としては、①「国際サンゴ礁年活動計
画」が採択されたこと、②国際サンゴ礁年の統一
ロゴが決定（環境省が提案）したこと、③海洋保護
区（MPA）のネットワーク構築に向けた勧告文が採
択されたこと、④気候変動とサンゴ礁に関する決議
が採択されたこと、⑤海洋の酸性化とサンゴ礁に関
する勧告文が採択されたこと、⑥マンゴローブに関
して ICRI ができる事項が提案されたこと、などが
挙げられます。詳しくは：　http://www.coremoc.
go.jp/　（ICRI ページ内）

会員からの感想 

沖縄リーフチェック研究会　会長
安部 真理子

　ICRI 総会にオブザーバーとして参加させていただ
きました。全体を通じて活発な議論が行われており
大変勉強になりました。特に国際会議でのブレーン
ストーミング形式のディスカッションというのは私に
は初めての経験でしたので新鮮に感じました。各国、
各機関からの報告において、リーフチェック本部（米
国）のホジソン博士のご発言の中に、何よりも前回
の国際サンゴ礁年 (1997) と比べ本会議出席者のほ
とんどが何らかの形でリーフチェックに関わっている
と言えるほどこの 10 年間でサンゴ保護意識が世界
的に高まり発展したことをうれしく思うとありました
が、97 年の日本でのリーフチェック立ち上げから関
わっている者としては全く同感です。また GCRMN
の方が再度強調されていました同じ手法を用いての
調査を世界中で継続してきたことの重要さを改めて
感じました。更には、ICRI がサンゴ礁のみならず、
マングローブなどの関連生態系や気候変動問題にま
で着手できるようになったことは大きな進歩である
と思います。日本は欧米の諸外国と比べ、NGO の
力の大きさやマネージメント（管理）の分野の力の
弱さ、科学者の管理への興味の低さなど遅れている
分野が多々あると感じたものの、この１０年間でこ
れだけ ICRI が進歩したのですから日本も今後の１０
年で大きく進展できればと願っております。

国際サンゴ礁年 2008

　国際サンゴ礁年の開始イベントが、2008 年 1月
にワシントンDCで ICRI 総会と併せて開催されるこ
とになりました。
　国内では、3月 28日に開催された「国際サンゴ
礁年 2008 キックオフミーティング」（ニュースレター
33 号参照）の結果を踏まえ、6月 21日に国際サ
ンゴ礁年推進委員会及びワーキンググループ（ダイ
ビング WG、研究者WG、環境教育 WG 等）の立
ちあげが行われました。詳しくは：　http://www.
iyor.jp/

会員からの感想

国立環境研究所
山野 博哉

　２月まで海外にいたため、国際サンゴ礁年の会議
には３月から参加しています。会合には、さまざま
な分野の方々が集まっており、サンゴ礁に関心のあ
る方々がいかに多いか、改めて知りました。普段研
究者としか交流のない私としては大変刺激的で、現
在まで会合に皆勤しています。高橋さんをはじめ環
境省の方々がしばらく事務局を務められていました
が、会合は、お役所主導という雰囲気はあまりなく、
さまざまな分野の方々がさまざまな方面から活動を
始めています。こうしたボトムアップ的な活動は非常
に大切なことで、2008 年に国際サンゴ礁年が終了
した後でも、活動が続く原動力になるのではないか
と期待しています。私としても、研究者の立場でで
きることはないか模索していきたいと考えています。
ただ、現在まで会合は東京で開かれていますので、
どうしても東京中心になってしまっている状態のよう
に感じています。やはりサンゴ礁県である沖縄や鹿
児島でどのように進めるかがいずれ課題になってくる
ように思います。沖縄でサンゴ礁学会が開催される
時など、機会をみつけて情報交換の場が設けられれ
ばよいと思います。そうした点でも、サンゴ礁学会
の果たす役割は大きいと思います。

 

国際サンゴ礁年の公式ロゴ
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ＮＰＯ法人　ＯＷＳ
日本事務局   浪崎 直子

info＠ows-npo.org

海をとりまく自然とそこにすむ生きものをとおして、「親しむ」「学ぶ」「大切さを伝える」活動を推進
　ＯＷＳは、海の自然を通じて、「自然との共存」を学び、
確立することを目的に、「海の自然に親しむ」「海の自然
を学ぶ」「自然の大切さを伝える」という 3 つの活動を
柱に活動を展開するＮＰＯ法人です。ひとりでも多くの方
が海の自然や生きものにふれあい、ともに自然の仕組み
を学び、親しみを持ってもらうことにより、自然を守ろう
という意識をひろめたいと考えています。

　創立は１９９８年。コアホウドリの最大の繁殖地として
知られるミッドウェイ環礁のエコツアーに創立メンバーが
参加し、希少な野生動物がアジア諸国から漂着した大
量のゴミによって被害を受けているという現実を目の当た
りにしたことが大きな動機となりました。こうした現実を

日本で広く知ってもらおうと、ネイチャーガイド、ダイビ
ングガイド、研究者、自然写真家など、様々な立場で
海に関わる仲間が集まり、ＯＷＳを創立しました。ミッド
ウェイには、フィールドオフィスを設置し、日本人エコツー
リストへの自然観察指導やエコツアーの開催、現地研究
者への調査協力、魚網回収などのボランティア活動など
さまざまな活動に取り組んできました。また、並行してミ
クロネシア・パラオ共和国にもフィールドオフィスを設置
し、パラオインターナショナルコーラルリーフセンターと
の協働による「サンゴ保全のためのセミナー」（2001 年）
開催やアンガウル州立公園プロジェクト（自然公園の設
置）などに取り組んできました。

　ＯＷＳでは、現在「海の自然に親しむ」活動として、「海
の子プログラム」という子供を対象とした自然体験学習
プログラムと「海辺の自然教室」というフィールドワーク
を含む自然観察プログラムを定例開催しています。また、

「海の自然を学ぶ」活動として、「海のトークセッション」
（40 人程度の少人数での対話型講演会）と「海のセミ
ナー」（150 人程度が参加できる中規模講演会）を定
例企画として、開催しています。そして、「自然の大切さ
を伝える」活動として、会報誌やホームページでの情報
提供のほか、海洋ゴミに関するパネル展示や学習教材の
貸出、環境写真展など多面的な情報発信を展開し、好
評を得ています。

　今年１０周年という節目の年を迎えるＯＷＳでは、さら
に活動内容の充実を図り、さまざまな分野の皆さんとの
協働・連携を進めて行きたいと考えています。とりわけ、
サンゴ礁学会のみなさまには、各種の講演やフィールド活
動、執筆などいろいろな面で、今後ともご支援・ご協力
をお願いしたいと思います。どうぞよろしくお願いします。

====================================
■ ホームページ：
     http://www.ows-npo.org/ 

====================================

  ＯＷＳ
NPO/NGO紹介

　2001 年 3 月、 海の環 境 教 育に関 心を持つ
NGO や行政職員、水族館関係者など約 80 名が静
岡県賀茂村（現西伊豆町）に集まりました。当時、
環境教育に関する全国集会はいくつかあったのです
が、海系の人の参加は少なく、情報交換の機会が
限られていたこともあり、予想以上に熱気のある集
まりとなりました。以降、石垣島、高知、沖縄島と
場所を変えながら毎年開催されています。このミー
ティングを中心にした、「ゆるやかなネットワーク」
が海辺フォーラムの本体です。実行委員会は毎回
ミーティング終了と共に解散してしまうので、ネット
ワークの維持と、ミーティングから産まれた協働事
業の一部を運営するために、事務局を細 と々運営し
ています。現在のところ、会員制度はありません。

▲写真 1：「海のトークセッション」。さまざまな分野のスペシャ
リストをお迎えし、海の自然や生きものについて学びます。写
真は畑啓生氏（京大）がスズメダイの生態について講演して
いるところ。

▲写真 2：モルジブのサンゴ礁（Ｃ）高砂淳二
「ＯＷＳ５人の写真展 ～未来に残したい海～」開催希望の協賛
企業・団体募集中です。

（株）自然教育研究センター　古瀬 浩史

協働の促進

　海辺フォーラムが大事にしているコンセプトに「協
働の促進」があります。手探りで始めた初期のミーティ
ングを振り返り、何が一番の成果だったのかを考えた
とき、人や団体の新しい出会いが最も重要だったと気
づきました。実際、ミーティングから新たなコンセプト
の活動がたくさん産まれています。今後も新しい協働
のきっかけを創ることで本分野の活性化や進歩に貢献
したいと考えています。
　その中でもっとも重要な組み合わせに研究者と環境
教育関係者の協働があると思います。海外の事例に
比べると、日本ではまだ研究者と環境教育関係者の
相互理解や協働が充分ではありません。海辺フォーラ
ムがその機会づくりにこれまで以上に活用されること
を願っています。環境教育の現場の人がサンゴ礁学会
のような学際的な集まりにもっと参加することも必要
かもしれません。そのような広報の場としても機能さ
せたいと考えています。

　舌足らずの紹介になりましたが、もし、当フォーラ
ムにご関心をお持ちでしたら、どうぞ以下にアクセス
下さい！

海辺の環境教育フォーラム
サイト：http://interpreter.ne.jp/umibe/          
E メール：umi-be ＠ interpreter.ne.jp
※ MIXI コミュニティやメーリングリストもあります。

2007 年は「サンゴ礁」が 
キーワードの一つに

　沖縄島で開催された 2006 年は、必然的にサンゴ
礁域での活動がたくさん紹介されました。続く2007
年は関東での開催になりましたが、前年のキーワード
を引き継ぎ、「サンゴ礁保全のためにできることを議論
しよう！」を分科会テーマの一つに掲げました。背景
として 2008 年が「国際サンゴ礁年」になるという決
定もありましたし、これまでどちらかというと手法や事
例の紹介が多かった中で、具体的な課題に対し環境
教育分野として
どのような貢献
ができるかとい
うことを議論し
てみたいと考え
たからです。
　サンゴ礁に関
す る 分 科 会 は
もっとも多い参
加者（約 30 名）
を得て、約７時
間にわたるワー
クショップを行
いました。▲写真 1：2007 年 3 月、神奈川県立三浦ふれあいの村

で開催された「海辺の環境教育フォーラム 2007」。
ＮＰＯ関係者、行政、研究者など、約 80 名が集った。

「海辺」から「環境教育」を考えたい…そんなコンセプトで始まり、今年７年目を迎えた「海辺の環
境教育フォーラム」（以下、海辺フォーラム）。誌面を少しお借りして紹介させていただきたいと思います。

▲写真 2：若者の活動を支援するチャ
リティーオークションを実施。
企画コンペで最多数票を獲得した浪崎
直子さんに売り上げが贈呈された。
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日本サンゴ礁学会ニュースレター　 [ 2007 / 2008 No.1 ]　
Newsletter of Japanese Coral Reef Society  No.34

　広報委員会はスタッフの若返りと充実を
図っています。しかし、ニュースレター発行
だけでなく、web の作成や管理、イベント

等でのさまざまな広報活動を行っています。さらなる充実が必要です。
我こそはと思う方はご参加をお願いします。

編集担当　中井

　2007 年 2 月、日本から初めての直行便がマー
シャル諸島共和国のメジュロ環礁に行くというので
ツアーに参加した。茅根 創さんや山口 徹さんの現
地での研究活動に興味があったし、今世紀末ごろに
は海面から姿を消すかもしれない運命にある不幸な
島と人々の暮らしをみたいとも思ったからである。
　普通ならコンチ･エアー便で、グアム乗換えで 10
数時間かかるところを、日航のＢ７６７機は私たち
を羽田から 6 時間足らずで南の島に運んでくれた。
何しろこれまで日本からの観光客が年間 700 人足
らずだったところに 200 人もが一度にやって来たの
で、空港は 100 人以上の出迎えや見物人たちでごっ
た返していた。翌日のダイビングは混乱を極め、ガ

イドとシリンダーとウエイトが不足して、私たちは船
着場で 1 時間、ボートで 2 時間も待たされた挙句、
お昼の弁当は別の船でどこかに運ばれてしまったと
いう始末。夕方の歓迎会は開宴直前までペンキ屋さ
んが会場で仕事をしていたが、それでも間に合って、
沖縄の人たちの ｢ 何とかなるサー ｣ を地で行く感じ
であった。　
　さてメジュロ環礁の上の、共和国の首都のあるウ
ルガ島は安っぽいアメリカ南部の田舎町そっくりで、
韓国製の中古車が行き交う道路に面したスーパー
マーケットにはアメリカ製の缶詰と台湾製の雑貨が
並んでいた。環礁の上にサンゴの礫と有孔虫の殻
が溜まってできた細長い州島だから道路は一本だけ
で、まるで低い橋の上にいるようだ。いつでも両側
が海なのでどっちを向いているかがわからない変な
感じになることがある。ホテルの建物も海岸に沿っ
てやたらに長細い。貿易収支が恒常的に赤字のこの
国は観光産業に期待をしているようだが、歩道も公
園もないし、政府歳入の約 6 割を米国からの財政
援助に頼っているかぎり、自立への道はきびしい。
　狭いところに 2 万 4 千人が暮らしているので海岸
はどこもごみの山、至る所に赤さびた車や船や電池
が捨てられ、野積みで海水につかっている。島の外
洋に面した急な礁斜面に潜ってみたら、９年前の白
化現象を生き残った長径 1 メートルを越える見事な
テーブルサンゴが何層にも重なるように伸長してい
たが、そのあちこちに襤褸切れが絡みついていて、
取り除いて見たら白く死んでいた。水産資源局で会っ
た豪人の研究者はラグーンの中の重金属汚染がひど

いという。この島にひとつしかないゴミ捨て場はす
でに満杯状態で、満潮時には海水に浸かるらしい。
たまたま言葉を交わしたノト大統領（祖父が日本人）
や日本の代理大使もごみ問題の深刻さに頭を抱えて
いるようだった。
　この国には子供がとても多いし、若者たちは陽気
である。米国からの援助で西欧型の食生活と医療
サービスが向上したためであろう。島が沈むかもし
れないことは皆知っているようだが、そのときはアメ
リカが助けてくれると云っている。やはり「何とかな
るサー」である。
　翌日から私たちのグループは、ダイバーがひしめく
メジュロ環礁の海から東に 13ｋｍ離れたアルノ環
礁に船で通い、澄み切った海に潜ってさんご礁の景
観を楽しんだ。明るい陽光と白い砂浜、静かな椰子
の林、紺碧の海に跳ねるイルカたち。人の少ないア
ルノ環礁は島もサンゴ礁も生き生きとして本当に美
しかった。人が増え、経済が市場原理主義に染ま
るとどうして島も海も醜くなってしまうのだろう。人
間とサンゴは所詮共存できないものだろうか。

「会員のからの声」は、会員・会友の皆さ

んから寄せられた体験談や新情報を共有

するための新コーナーです。投稿をお待

ちしております。投稿、お問い合わせは

jcrs-pub＠ml.udn.ne.jp まで。

阿嘉島臨海研究所  所長　 大森　信

▲写真：メジュロの子供たちと筆者（C) 保坂三郎


